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親

心

　

歴
史
の
中
で
“
親
心
”
を
思
い
出
さ
れ
る
歌
、
二
首
。

　

一
つ
は
“
這
え
ば
立
て 

立
て
ば
歩
め
の 

親
心 

我
が
身
に
つ
も

る 

老
い
を
忘
れ
て
”
親
は
、
子
供
が
育
つ
事
を
見
て
い
る
と
自

分
の
老
い
て
行
く
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
う
れ
し
い
も
の
だ
と
言
う

親
の
心
。
江
戸
中
期
の
井
上
河
州
が
謳
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
“
親
想
う
心
に
勝
る
親
心
、
今
日
の
音
ず
れ
何
と

聞
く
ら
ん
”
こ
れ
は
幕
末
の
志
士
、
吉
田
松
陰
の
辞
世
の
一
つ
と

も
言
わ
れ
る
。
自
分
が
思
う
以
上
に
思
っ
て
く
れ
る
の
が
親
、
今

日
、
処
刑
さ
れ
る
手
紙
を
見
て
何
と
思
わ
れ
る
か
、
忍
び
な
い
。

と
言
う
意
。
親
心
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

　

白
鳥
神
社
で
も
、
親
心
の
こ
も
っ
た
品
を
見
た
。

　

そ
れ
は
秋
の
例
祭
神
事
の
時
に
、
神
前
に
出
る
前
に
心
身
を
清

め
る
為
に
使
わ
れ
る
手
水
桶
。
普
通
は
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
左
に
常

設
の
手
水
場
が
あ
り
こ
れ
を
使
う
が
、
秋
の
例
祭
の
時
は
、
社
守

が
手
水
桶
の
水
を
汲
み
参
拝
者
の
手
に
か
け
る
。
こ
の
手
水
桶
を
、

あ
る
両
親
が
神
社
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
手
水
桶
が
納
め
て
あ
る

箱
に
は
、
大
切
な
事
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
昭
和
十
一
年
に
奉
納
さ
れ
た
。

そ
こ
に
書
か
れ
た
内
容
を
転
記
す
る
と
、

満
州
出
動
記
念
　
　
　
　
　

歩
兵
第
六
十
八
連
隊

昭
和
九
年
四
月
出
動

 

同
十
一
年
五
月
九
日
凱
旋

歩
兵
上
等
兵
伍
長
勤
務

　
稲
葉
小
太
郎

　
　
父
　
金
之
助

　
　
母
　
く
に

謹
製

　
宮
内
省
御
用
西
陣
織
元

　
御
陵
織
物
司
神
社
装
束
司

　
京
都
市
西
陣
紋
屋
町
　
十
五
世
三
上
正
之
典　

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
奉
納
さ
れ
た
時
の
世
相
を
あ
ら
ま
し
記
述
す
る
と
。

　

昭
和
六
年
（
1
9
3
1
）
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
。
翌
七
年
に

は
満
州
国
が
建
国
さ
れ
、
そ
の
後
も
中
国
と
は
武
力
紛
争
の
絶
え

間
が
な
い
。
そ
ん
な
中
の
、
昭
和
九
年
、
稲
葉
家
の
息
子
・
小
太

郎
に
召
集
令
状
が
来
た
。
両
親
は
可
愛
い
息
子
を
戦
争
に
出
し
だ
。

だ
が
幸
い
な
事
に
、
昭
和
十
一
年
に
無
事
、
帰
っ
て
来
た
。
戦
争

は
、
そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て
ゆ
く
。

こ
の
時
の
息
子
の
帰
還
は
、
神
の
御
加
護
と
受
け
取
り
、
白
鳥
神

社
に
感
謝
し
、
手
水
桶
一
式
を
奉
納
し
た
。
制
作
者
は
京
都
で
宮

内
省
出
入
り
の
世
襲
職
人
と
伺
え
る
。
か
な
り
高
価
な
モ
ノ
に
思

え
る
。
親
は
、
余
程
嬉
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
今
か
ら
九
十
年

程
前
の
温
か
い
親
心
の
出
来
事
で
す
。

　

昨
今
、
安
保
法
案
な
る
モ
ノ
が
成
立
し
た
。
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
気
配
が
高
い
と
巷
間
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
手
水
桶
を
見
る
と
、
如
何
に
我
が
子
が
愛
お
し
い
か
が
よ

く
解
り
ま
す
。
当
時
と
し
て
は
、
無
事
の
帰
還
を
手
放
し
で
は
喜

べ
な
い
。
中
に
は
戦
死
し
て
の
帰
還
者
も
お
ら
れ
る
世
の
中
だ
っ

た
。
親
の
気
持
ち
を
密
や
か
に
、
神
に
報
告
し
、
お
礼
を
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。

　

先
の
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
人
達
が
少
な
く
な
っ
た
。
政
治
家
の

中
に
は
居
な
く
な
っ
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
身
を
も
っ
て
語
れ
る

人
が
居
な
く
な
り
、
か
の
大
戦
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
は
永

久
に
戦
争
を
し
ま
せ
ん
と
誓
っ
た
の
に
、
昨
今
、
戦
争
の
出
来
る

国
に
、
少
し
ず
つ
歩
を
進
め
て
い
る
。
親
が
手
水
桶
を
準
備
し
な

く
て
も
い
い
、
世
の
中
に
し
な
く
て
な
ら
な
い
。

　

こ
の
手
水
桶
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
白
鳥
神
社
で
永
久

に
輝
い
て
い
て
ほ
し
い
。

稲
荷
神
社
祭
神

　

五
月
三
日
、稲
荷
神
社
の
例
祭
を
挙
行
。
田
代
自
治
会
長
、野
々

村
農
事
組
合
長
、
寺
田
商
工
会
分
会
長
、
野
崎
観
光
協
会
副
会

長
、
橋
場
交
通
安
全
協
会
支
部
長
、、
正
者
白
鳥
踊
り
保
存
会
会
長
、

が
玉
櫛
を
奉
奠
。
白
鳥
町
内

各
発
展
会
長
、
神
社
総
代
を
含

め
て
、
三
十
二
人
が
出
席
。
護

国
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
念
し
、

あ
わ
せ
て
白
鳥
春
祭
り
の
盛
況

を
念
じ
ま
し
た
。
薫
風
の
吹
く

中
で
、瀬
上
宮
司
の
祝
詞
が
朗
々

と
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

枯
渇
を
心
配
さ
れ
た
参
道
脇

の
大
欅
も
南
側
に
若
葉
を
付
け

て
、
そ
の
生
命
力
の
強
さ
を
見

せ
て
お
り
安
心
し
ま
し
た
。

宮
掃
除
と
下
草
刈
り

　

七
月
十
四
日　

境
内
宮
掃
除
と
宮
の
森
内
の
下
草
刈
り
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
時
折
小
雨
が
降
る
中
で
、
雨
と
汗
で
グ
ッ
シ
ョ
リ

に
な
り
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
社
務
所
前
で
暑
気
払

い
の
ビ
ー
ル
で
疲
れ
を
回
復
。
こ
の
時
、
十
数
名
の
参
拝
客
が
来

ら
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
で
す
か
と
聞
け
ば
金
沢
か
ら
と
の
事
。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
を
見
に
来
ま
し
た
と
言
わ
れ
る
。
今
は
な
く
、

咲
く
の
は
八
月
で
す
と
返
答
。
今
、
刈
り
込
ん
で
も
大
丈
夫
で
す

か
？
と
心
配
顔
。
こ
の
花
は
春
に
葉
を
出
す
が
夏
に
枯
れ
て
、
そ

の
あ
と
に
茎
が
出
て
花
が
咲
く
。
ゆ
え
に
刈
り
込
ん
で
も
い
い
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
咲
く
こ
と
を
何
処
で
お
知
り
に
な
り
ま
し
た

か
？
と
問
え
ば
、
有
名
で
す
よ
！
と
言
わ
れ
る
・
・
・
？
？
？　

我
々
は
有
名
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
に
・・・
。
ど
う
や
ら
ネ
ッ

発
行
元
・
白
鳥
神
社
総
代
会

白
鳥
神
社
報
　
第
三
十
五
号
　
令
和
六
年
八
月
一
日

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森
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ト
で
調
べ
ら
れ
た
様
だ
。
五
年
前
に
、
自
分
は
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
。

そ
の
後
、
中
日
新
聞
が
二
回
に
わ
た
り
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
ブ
ロ
ガ
ー
達
も
書
い
て
い
る
。
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ

の
花
言
葉
は
、「
妖
艶
」
で
す
。
恋
愛
運
を
上
げ
る
効
果
も
あ
る

と
か
。

　

参
拝
者
は
こ
れ
か
ら
長
滝
神
社
、
阿
弥
陀
が
滝
、
石
徹
白
仲
居

神
社
に
向
か
う
と
言
わ
れ
る
。
中
に
は
御
朱
印
を
望
ま
れ
る
方
も

見
え
た
。
情
報
化
が
神
社
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
。
情
報
に
耐

え
ら
れ
る
神
社
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
迄
、
花
の
群
生
は

自
然
に
任
せ
て
い
た
。
森
の
中
一
面
に
咲
き
誇
る
よ
う
皆
で
工
夫

し
、
自
慢
の
で
き
る
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
畑
に
し
よ
う
。
暑
気
払

い
を
し
な
が
ら
お
客
さ
ん
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
補
佐
・
新
任

　

永
年
、
社
守
を
補
佐
し

て
頂
き
ま
し
た
正
者
憲
次

氏
が
、
高
齢
を
理
由
に
身

を
引
か
れ
、
後
任
は
、
川

崎　

弘
氏
に
引
き
継
い
で

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

神
事
の
裏
方
と
し
て
、
地

味
な
存
在
で
す
が
、
神
社
総
て
に
精
通
し
て
い
る
氏
の
存
在
は
心

強
い
モ
ノ
で
あ
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
宮
参
り

　

四
月
十
四
日　

三
名
の
赤
ち
ゃ
ん
が
初
宮
詣
を
さ
れ
ま
し
た
。

無
事
の
御
出
産
誕
生
を
神
に
報
告
し
、
こ
の
先
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

白
鳥
町
前
谷
　
松
山
真
也
・
里
見
　
　
次
女
　
友
架
　
さ
ん

白
鳥
町
白
鳥
　
丸
山
智
生
・
恵
梨
子
　
次
男
　
朔
來
　
君

白
鳥
町
大
島
　
寺
本
　
悟
・
紗
希
　
　
長
男
　
新
　
　
君

　

七
月
二
十
一
日　

暑
い
中
で
し
た
が
三
名
の
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母

さ
ん
に
抱
か
れ
、
元
気
に
初
宮
参
拝
を
さ
れ
ま
し
た
。

白
鳥
町
恩
地
　
和
田
悦
司
・
里
奈
　
　
次
男
　
想
太
郎
　
君

白
鳥
町
白
鳥
　
金
子
真
太
郎
・
春
圭
　
長
男
　
誠
宗
　
　
君

白
鳥
町
為
真
　
岡
田
佑
基
・
玲
那
　
　
三
男
　
嵩
　
　
　
君

　

前
途
の
幸
せ
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

池
の
休
憩
所
で
俳
句
な
ど
を
・
・
・

　

境
内
の
西
側
に
池
が
あ
り
、
錦
鯉
等
が
悠
然
と
泳
い
で
お
り
ま

す
。
こ
の
鯉
は
、
総
代
衆
が
当
番
で
餌
や
り
を
行
い
、
飼
育
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
ば
に
行
く
と
、
エ
サ
が
も
ら
え
る
と
寄
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
池
の
そ
ば
に
ベ
ン
チ
と
机
を
備
え
ま
し
た
。

こ
こ
で
一
休
み
し
て
、
き
れ
い
な
鯉
な
ど

を
眺
め
て
く
だ
さ
い
。
夏
、
森
の
中
は
涼

し
い
で
す
よ
。

　

木
陰
に
休
み
、
俳
句
な
ど
を
捻
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
投
函
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
俳
句
は
、当
社
報
「
宮
の
森
」

に
順
次
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
神
社

ご
参
拝
の
徒
然
に
、
思
い
を

詠
ん
で
く
だ
さ
い
。
宮
の
森

を
皆
の
森
に
し
た
い
の
で
す
。

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
投
函
し
て
下
さ
い
。

お
賽
銭
は
感
謝
を
こ
め
て
・
・
・
。

俳
句
に
は
、
想
い
と
願
い
を
込
め
て
・
・
・
。

い
に
し
え
の
俳
人
も
神
社
を
謳
っ
て
お
り
ま
す
。

　
“
神
送
り　

出
雲
へ
向
ふ　

雲
の
脚
”　

正
岡
子
規

俳
句
投
函
箱　

設
置
記
念
に　

駄
句
一
首

　
“
涼
し
さ
と　

静
け
さ
の
池　

鯉
跳
ね
る
”
寅
次
郎

令
和
六
年
八
月
か
ら
の
行
事
予
定

8
／
1
…
…
宮
の
森
35
号
発
行

8
／
4
…
…
宮
掃
除

8
／
16
…
…
境
内
盆
踊
り

8
／
17
…
…
拝
殿
踊
り

8
／
18
…
…
例
祭
関
係
者
合
同
会
議
、
祭
り
ポ
ス
タ
ー
張
り

9
／
2
…
…
例
祭
大
神
楽
稽
古
始
め

9
／
8
…
…
宮
掃
除
、
幟
旗
建
て

9
／
20
…
…
例
祭
準
備

9
／
21
…
…
秋
葉
神
社
例
祭
・
白
鳥
神
社
例
祭
試
楽

9
／
22
…
…
白
鳥
神
社
例
祭
本
楽

9
／
23
…
…
後
片
付
け
、
反
省
会
。
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
張
り

10
／
20
…
…
宮
掃
除

11
／
3
…
…
初
宮
・
七
五
三　

神
事
。
総
代
会

11
／
19
…
…
神
送
り

11
／
23
…
…
新
嘗
祭
・
左
義
長
神
事

12
／
15
…
…
新
年
準
備
作
業

12
/
31
…
…
正
月
初
詣
準
備
・
徹
夜
態
勢
に
入
る

御
寄
進
・
ご
奉
仕

一
、
大
銀
杏
枯
枝
撤
去
高
所
作
業
車
提
供
…
…
…
曽
我
電
気　

様

一
、
境
内
野
外
長
椅
子
机
制
作
設
置
…
…
…
…
…
川
崎　

弘　

様

一
、
俳
句
投
函
箱
制
作
設
置
…
…
…
…
…
…
…
…
足
立
好
教　

様

　

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

御
朱
印
受
付

　

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５（
８
２
）
４
３
８
７
･
瀬
上
宮
司
ま

で�

（
文
責
・
瀬
木
）


